
平
成
29
年
6
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第
29
回
人
間

と
生
物
圏
（M

A
B

）
計
画
国
際
調
整
理
事

会
」
に
お
い
て
、
「
み
な
か
み
」
（
群
馬

県
、
新
潟
県
）
を
生
物
圏
保
存
地
域
（
英

名
：B

i
o
s
p
h
e
r
e

R
e
s
e
r
v
e
s

（B
R

）
、
国

内
呼
称
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
）
に

登
録
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
ユ
ネ
ス

コ
の
自
然
科
学
セ
ク
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る

「
ユ
ネ
ス
コ
人
間
と
生
物
圏
（M

A
B

：M
a
n

a
n
d

t
h
e

B
i
o
s
p
h
e
r
e

）
計
画
」
に
お
け

る
一
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
世
界
自
然
遺
産
が
顕
著
な
普
遍
的

価
値
を
有
す
る
自
然
地
域
を
保
護
・
保
全

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
生
態
系
の
保
全

と
持
続
可
能
な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
と

し
て
お
り
、
保
護
・
保
全
だ
け
で
は
な
く

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
「
保
存
機

能
（
生
物
多
様
性
の
保
全
）
」
、
「
学
術

的
研
究
支
援
」
及
び
「
経
済
と
社
会
の
発

展
」
の
３
つ
の
機
能
を
有
し
、
個
々
の
機

能
は
独
立
の
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
強

化
す
る
関
係
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
つ
の
機
能
を
果
た
す
た

め
、
①
厳
格
に
保
護
し
長
期
的
に
保
全
す

る
「
核
心
地
域
」
、
②
核
心
地
域
の
バ
ッ

フ
ァ
ー
と
な
り
、
教
育
、
研
修
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
活
用
す
る
「
緩
衝
地
域
」
、
③

居
住
区
で
あ
り
、
地
域
社
会
や
経
済
発
展

が
図
ら
れ
る
「
移
行
地
域
」
を
設
定
し
ま

す
。こ

の
取
組
は
、
１
９
７
６
年
（
昭
和
51

年
）
に
始
ま
り
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29

年
）
３
月
現
在
の
登
録
総
数
は
、
１
２
０

カ
国
、
６
６
９
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
「
志
賀
高
原
」
（
長
野

県
、
群
馬
県
）
、
「
白
山
」
（
富
山
県
、

石
川
県
、
福
井
県
、
岐
阜
県
）
、
「
大
台

ケ
原
・
大
峯
山
・
大
杉
谷
」
（
奈
良
県
、

三
重
県
）
、
「
屋
久
島
・
口
永
良
部
島
」

（
鹿
児
島
県
）
、
「
綾
」
（
宮
崎
県
）
、

「
只
見
」
（
福
島
県
）
、
「
南
ア
ル
プ
ス
」

（
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
）
の
７
か

所
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
「
み
な

か
み
」
と
「
祖
母
・
傾
・
大
崩
（
そ
ぼ
・

か
た
む
き
・
お
お
く
え
）
」
（
大
分
県
、

宮
崎
県
）
が
追
加
さ
れ
て
、
９
か
所
と
な

り
ま
し
た
。

我
が
国
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
核
心
地
域
や
緩
衝
地
域
は
、
国
立
・
国

定
公
園
や
国
有
林
の
保
護
林
等
と
し
て
保

全
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
特
徴

群
馬
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
、
み
な

か
み
町
全
域
を
中
心
に
、
隣
接
す
る
新
潟

県
の
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
及
び
湯
沢
町
の

一
部
で
構
成
さ
れ
、
総
面
積
は
約
九
万
一

千
ha
で
す
。

平成２９年７月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１５７号（４）

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
「
み
な
か
み
」
（
群
馬
県
、
新
潟
県
）
が
登
録
決
定

計
画
保
全
部

計
画
課みなかみユネスコエコパーク登録決定の瞬間

他国代表者から祝福を受ける岸みなかみ町長



（５）平成２９年７月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１５７号

利
根
川
の
最
上
流
部
に
位
置
し
、
東
京
都

市
圏
の
人
口
の
約
８
割
に
あ
た
る
三
千
万
人

の
生
命
と
く
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

核
心
地
域
と
緩
衝
地
域
が
広
が
る
群
馬
県

と
新
潟
県
の
境
界
の
山
稜
一
帯
は
、
日
本
の

脊
梁
山
脈
と
な
っ
て
お
り
、
太
平
洋
側
と
日

本
海
側
の
気
候
条
件
の
移
行
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
冬
季
の
大
量
の
積
雪
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
一
ノ
倉
沢
に
代
表
さ
れ
る
急
峻
な
岩

壁
や
露
岩
地
、
雪
食
凹
地
な
ど
特
徴
的
な
地

形
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
行
地
域
に
は
、
里
地
・
里
山
の
農
村
景

観
が
広
が
り
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
支
え

ら
れ
た
農
村
文
化
が
今
な
お
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
富
に
湧
出
す
る
温
泉
や
雄
大
な
自

然
を
活
か
し
た
観
光
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、

人
と
自
然
が
共
生
し
て
い
く
た
め
、
豊
か
な

自
然
を
「
ま
も
る
・
い
か
す
・
ひ
ろ
め
る
」

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
み
な
か
み
」
の
国
有
林

み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
核
心

地
域
及
び
緩
衝
地
域
の
約
７
割
は
、
関
東
森

林
管
理
局
が
管
理
す
る
国
有
林
で
す
。
関
東

森
林
管
理
局
で
は
、
「
利
根
川
源
流
部
・
燧
ヶ

岳
（
ひ
う
ち
が
た
け
）
周
辺
森
林
生
態
系
保

護
地
域
」
や
「
緑
の
回
廊
三
国
（
み
く
に
）

線
」
等
を
設
定
し
、
森
林
を
中
心
と
す
る
生

態
系
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
源
涵
養
機

能
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
の
多
面
的
機
能
を

高
め
る
た
め
の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
に
所
在
す
る
国
有
林

約
１
万
ha
の
「
赤
谷
の
森
」
を
舞
台
に
、
関

東
森
林
管
理
局
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協

議
会
、
（
公
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
の
三

者
で
協
働
し
、
「
生
物
多
様
性
の
復
元
」
と

「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
す

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
「
赤
谷
の
森
」
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
「
核
心
地
域
」
と
「
緩
衝
地
域
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

みなかみ町全景

谷川岳一ノ倉

大水上山（利根川源流）

き
の
こ
特
集

夏
に
発
生
す
る
き
の
こ

に
つ
い
て
①

ナ
ラ
タ
ケ
モ
ド
キ
（
食
用
）

（
キ
シ
メ
ジ
科

ナ
ラ
タ
ケ
属
）

夏
八
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
広

葉
樹
の
切
株
や
立
ち
枯
れ
木
に
発
生

し
ま
す
。

カ
サ
は
５
cm
か
ら
８
cm
で
黄
土
色

の
表
面
に
黒
い
粒
点
が
あ
り
、
キ
ノ

コ
は
一
箇
所
の
根
元
か
ら
複
数
発
生

す
る
束
生
で
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
古
く
な
る
と
黒
く

な
り
、
ヒ
ダ
が
柄
に
沿
っ
て
垂
れ
下

が
る
垂
生
で
す
。
柄
は
４
セ
ン
チ
か

ら
７
セ
ン
チ
で
白
色
で
す
。

食
用
で
す
が
、
古
く
な
る
と
柄
は

固
く
な
り
消
化
不
良
の
中
毒
を
起
こ

す
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
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当
支
署
で
は
、
森
林
整
備
を
進
め
て
行
く

中
で
、
平
成
10
年
頃
に
広
葉
樹
林
に
ク
マ
タ

カ
の
営
巣
木
を
発
見
し
ま
し
た
。

猛
禽
類
専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、
繁
殖
時

期
の
作
業
に
配
慮
し
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
り

営
巣
木
の
観
察
を
継
続
し
な
が
ら
森
林
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
と
し
て
、
営
巣
木
付
近
で
の

林
業
専
用
道
作
設
と
、
間
伐
等
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
に
「
関
東
森

林
管
理
局
希
少
野
生
生
物
の
保
護
と
森
林
施

業
等
と
の
調
整
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
「
林
業
専
用
道
の
開
設
現
場
は

営
巣
木
か
ら
１
km
以
上
の
距
離
が
あ
る
こ
と

や
尾
根
越
え
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
工
事
は

実
施
し
て
良
い
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続

し
ク
マ
タ
カ
の
行
動
等
に
異
常
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
作
業
を
中
断
し
対
策
を
検
討
し
、

地
元
の
猛
禽
類
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
。
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
検
討
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

「
日
本
野
鳥
の
会
ふ
く
し
ま
白
河
支
部
」
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
を
相
談
す
る
中
で
、
６

月
７
日
、
市
内
「
南
湖
公
園
」
に
お
い
て
職

員
17
名
を
対
象
に
、
野
鳥
観
察
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
棚
邊
事
務
局
長
よ
り
、
双
眼
鏡

の
構
え
方
や
、
鳥
の
鳴
き
声
の
違
い
等
に
つ

い
て
指
導
を
受
け
、
各
自
が
普
段
は
聞
き
逃

す
鳥
の
鳴
き
声
に
反
応
し
、
キ
ビ
タ
キ
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
約
15
種
類
の
野
鳥
を
見
つ
け

観
察
し
ま
し
た
。
戸
邉
支
部
長
か
ら
は
、

「
猛
禽
類
は
気
温
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
き
る
上
昇
気
流
を
利
用
し
て
飛
翔
す
る
事

か
ら
、
午
前
９
時
頃
か
ら
最
低
２
時
間
は
観

察
が
必
要
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

「
多
様
な
生
物
が
住
む
森
林
環
境
を
守
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
激
励
で
終
了
し
ま
し
た
。

き
の
こ
特
集

夏
に
発
生
す
る
き
の
こ

に
つ
い
て
②

ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
（
食
用
）

（
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
科
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
属
）

七
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て

針
葉
樹
の
切
株
や
枯
木
の
根
際
な
ど
か

ら
発
生
し
ま
す
。
主
に
カ
ラ
マ
ツ
か
ら

の
発
生
が
多
く
時
に
生
立
木
の
芯
を
枯

ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

形
は
そ
の
名
の
と
お
り
花
び
ら
の
よ

う
な
形
で
大
き
い
も
の
は
直
径
30
cm
位

に
な
り
ま
す
。
色
は
白
色
ま
た
は
ク
リ
ー

ム
色
で
、
根
元
に
あ
る
塊
状
の
太
い
柄

か
ら
枝
別
れ
し
て
、
個
々
に
カ
サ
を
つ

く
り
ま
す
。
裏
は
ヒ
ダ
で
は
な
く
管
孔

に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
人
工
栽
培
も
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
生
産
量
が
少
な
く
、
一

般
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

『
野
鳥
の
会
ふ
く
し
ま
白
河
支
部
』
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施

福
島
森
林
管
理
署

白
河
支
署

野鳥観察指導（南湖公園）①

野鳥観察指導（南湖公園）②

繁殖したクマタカ幼鳥（H28.7）



小
笠
原
諸
島
は
過
去
に
一
度
も
大
陸
と

陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
海
洋
島
で
、

独
自
の
進
化
を
遂
げ
、
他
で
は
見
ら
れ
な

い
貴
重
な
野
生
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す

る
森
林
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
小
笠
原
諸
島
の
森
林
面
積
の
53
％

に
あ
た
る
五
千
五
百
八
十
ha
の
国
有
林
を

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
森
林
生
態
系
保
護
地
域

と
は
、
国
有
林
の
保
護
林
制
度
の
一
つ
で
、

日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
森
林
生
態
系

や
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森

林
を
、
保
全
・
管
理
す
る
制
度
で
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
約
８

割
を
占
め
て
お
り
、
遺
産
価
値
で
あ
る
地

形
・
地
質
及
び
特
異
な
森
林
生
態
系
の
保

全
の
重
要
な
担
保
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小

笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
利
用
に
よ
る
固

有
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
軽
減
し
、

利
用
と
保
護
の
調
整
を
図
る
た
め
、
利
用

ル
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

利
用
ル
ー
ル
で
は
、
①
森
林
生
態
系
保

護
地
域
へ
の
立
ち
入
り
は
原
則
と
し
て
、

指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
（
指
定
ル
ー
ト
）
に

限
定
、
②
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育

環
境
の
保
全
と
利
用
に
関
す
る
講
習
を
受

講
し
、
国
有
林
へ
の
入
林
許
可
書
交
付
を

受
け
た
ガ
イ
ド
等
の
同
行
を
定
め
て
い
ま

す
。
講
習
に
は
、
小
笠
原
村
民
を
対
象
と

し
た
簡
易
講
習
や
調
査
・
研
究
者
等
へ
の

簡
易
講
習
、
ガ
イ
ド
や
環
境
教
育
者
等
を

対
象
と
し
た
利
用
講
習
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

講
習
は
、
当
セ
ン
タ
ー
及
び
東
京
事
務
所

に
お
い
て
、
国
有
林
の
職
員
が
講
師
と
な

り
、
小
笠
原
諸
島
の
自
然
遺
産
価
値
と
そ

の
価
値
を
後
世
に
残
す
た
め
の
取
組
紹
介

や
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注

意
事
項
等
を
講
義
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
百
五
十
回
開
催
し
、
八
百
八
人
の

方
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保
存
地
区
を

通
過
す
る
指
定
ル
ー
ト
は
、
専
門
家
や
地

域
住
民
等
と
の
度
重
な
る
議
論
の
末
、
現

在
、
小
笠
原
諸
島
全
体
で
23
本
に
選
別
し
、

年
間
二
万
二
千
人
以
上
の
方
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
の
入
り
口

に
は
、
種
子
除
去
装
置
を
設
置
し
、
森
林

生
態
系
保
護
地
域
内
に
外
来
種
を
持
ち
込

ま
な
い
、
持
ち
出
さ
な
い
た
め
の
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
講
習
の
開
催
や
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（G

S
S

）
に
よ
る
使

い
方
指
導
等
、
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
に

広
く
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
、
今
後

と
も
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
適
切
な
利

用
と
保
護
の
調
整
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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上
野
森
林
事
務
所
は
、
千
葉
県
南
部

の
勝
浦
市
、
鴨
川
市
、
大
多
喜
町
に
位

置
す
る
夷
隅
川
・
養
老
川
流
域
の
国
有

林
、
利
根
川
河
口
部
の
銚
子
市
に
位
置

す
る
国
有
林
、
下
総
台
地
の
長
柄
町
に

位
置
す
る
国
有
林
あ
わ
せ
て
約
三
千
六

百
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

管
内
の
国
有
林
は
、
主
と
し
て
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
カ
シ
、
シ
イ
等
の

天
然
林
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
部

の
国
有
林
に
は
、
南
房
総
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
麻
綿
原
高
原
や
大
正

時
代
に
造
成
さ
れ
た
筒
森
自
然
観
察
教

育
林
が
あ
り
、
周
辺
の
名
所
と
し
て
は
、

ア
ジ
サ
イ
で
有
名
な
天
拝
園
や
、
日
蓮

聖
人
ゆ
か
り
の
鯛
ノ
浦
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
北
部
の
国
有
林
は
水
郷
筑
波
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
に
は

世
界
灯
台
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
犬
吠

埼
灯
台
や
、
日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ

た
犬
吠
埼
君
ケ
浜
海
岸
な
ど
の
名
所
が

あ
り
ま
す
。
首
都
圏
か
ら
も
近
く
、
沖

合
い
を
流
れ
る
黒
潮
（
暖
流
）
の
影
響

を
受
け
、
冬
で
も
ほ
と
ん
ど
霜
が
降
ら

な
い
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
年
間
を
通

じ
、
多
く
の
観
光
客
や
地
元
の
方
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
風
光
明
媚
で
気
候
温

暖
な
良
い
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観

光
で
は
な
く
業
務
と
な
る
と
、
少
し
話

が
変
わ
り
ま
す
。
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑

な
地
形
が
房
総
丘
陵
独
特
の
渓
谷
を
創

り
出
し
、

目
の
前
に
見
え
て
い
る
作
業

地
へ
行
く
に
も
、
断
崖
で
隔
て
ら
れ
、

大
回
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

市
街
地
か
ら
近
い
た
め
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
も
大
き
な
問
題
で
す
。

軽
ト
ラ
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
片
付
け
て
一

週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
同
じ
場
所

に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
と
き
は
呆
然
と
し
ま
し
た
。

房
総
半
島
南
部
に
は
、
特
定
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ
た
「
キ
ョ
ン
」
と
い
う
、

鹿
に
似
た
小
動
物
が
い
ま
す
。

在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
分
布
域
が

重
複
し
、
食
性
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
重
な
っ

て
お
り
、
生
態
系
へ
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
キ
ョ
ン
は
鳥
獣
保
護
法

で
狩
猟
対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

野
生
動
物
に
は
珍
し
く
一
年
中
繁
殖
可

能
な
た
め
、
爆
発
的
（
年
間
36
％
増

H
26
年
度
末
で
約
四
万
七
千
頭
）
に
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

樹
皮
剥
ぎ
や
、
下
層
植
生
等
へ
の
食

圧
等
の
森
林
被
害
は
ま
だ
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
健
全
な
森
林
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
個
体
数
管
理
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

開
か
れ
た
国
有
林
と
し
て
、
地
域
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
山
作
り
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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紫陽花の名所「麻綿原」

犬吠埼灯台と君ヶ浜国有林

筒森自然観察教育林

特定外来生物「キョン」


